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や目的論的な構図に容易に回収されうる危ういものである。STEM (Science, Technology, 






きるはずである。本論文で美術における知として想定しているのは、STEAM における A の
ようなものではなく、美術によって固有に育まれる思考や探求、それに伴って生じる「質的
知性」のようなもののことである。このような新たな美術教育のディシプリンを求めようと


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































論争は、1997 年 5 月号の『美育文化』に掲載された金子一夫の論文「教育改革と美術教育








































































































































































































































誌 The Journal of Aesthetic Education』においてそれまでの DBAE 論が総括され、そこ




美術教育基準」には直接的結びつきはないものの DBAE からの影響が認められ、DBAE が
体制化されていくことになった。 












形骸化した 1970 年代の DBAE 以後、1980 年代からの DBAE に受け継がれたという（坂
本 2008）。これは「美術による教育」としての形骸化を招いた DBAE が「美術への教育」
としてとらえなおされるということが DBAE 内部から行われていたということを示してい













































































































































































いうこともかかわって、ポスト DBAE である「ネオ DBAE」という動向も生んでいる。山
木朝彦は、DBAE からネオ DBAE という流れをモダンからポストモダンという転換に着目
して論じている（山木 2018）。アイスナーとも論争を交わしたハンブレンは 1997 年の論文






































































（enlargement of mind）をもたらす」ものである（Barone & Eisner 2012: xi）。これは、
ディシプリンというものを形式的なものではなく芸術に固有の質的知性に求めようとした
アイスナーが自身の考えを推し進めた結果至った考え方ということができる。 













































































































できなかった船を作ることを可能にした。」（Barone & Eisner2012：165） 
16 デューイ 2010：383－387 を参照。 
17 1）問題への切り込み方の鋭さ（incisiveness）、2）簡潔性（concision）、3）整合性（coherence）、







する（笠原 2019）。ここまで、金子―柴田論争から DBAE の議論とその後の展開という観


















 笠原は現在の ABR における定義はアイスナーとバロンの見解、サリヴァンの Art 












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































45 ここで形式を伴わない潜在的な実質のことをイェルムスレウはデンマーク語で mening と呼んでいる








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































る必要がある。笠原は 5th Conference on Arts-Based Research and Artistic Research に
参加し、自らの研究実践も踏まえて ABR に関するいくつかの問題提起をしている。笠原は
会議の全体を通して以下の 7 つの論点を見出している。 
1）学校教育での実践の暫時的増加。2）ABR の受容と拡大の中で理解のズレが生まれて
いる。3）若手研究者による探究プロセスの視覚化。4）従来からの芸術制作/実践をそのま
ま ABR とみなすことの困難さ。5）コミュニティでの ABR アクションリサーチによる現実
的な社会実践への拡張。6）差別やアイデンティティへの対峙という現実的な個人的かつ社
会的問題への関与。7）人々が ABR へとエンゲージする理由。（笠原 2018：45） 


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































方は「科学外（世界の）フィクション（fiction (des mondes) hors-science, FHS）」であ
る。FHS が可能であるということは、ここではヒュームの問題の思弁的解決に相当するも
のである。 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































後に見学できる展覧会を実施した《Don’t Follow the Wind》（2015～）や、絵画では池田学
の《誕生》（2013—16）といった作品等多くの「災害から生じたフィクション」が存在して
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